
 

 

 

■実施状況                                                  ＜令和８年８月時点＞ 

 令和７年度補正予算 令和８年度補正予算 

交付限度額 13億 1591万円     5459万円     

うち令和７年度 交付決定額 4億 8291万円（37%） ―円（―%） 

うち令和８年度 交付決定額 8億 3300万円（63%） 0円（0%） 

残額 0円（0%） 5459万円（100%） 
 
■主な事業概要 ※規模の大きい事業を最大５つ程度記載（詳細は別途実施計画をご覧ください） 

生活者支援 

◆所得割非課税世帯向け物価高騰支援給付金給付事業  事業費：５億８０４０万円（R7補正を活用）  ※食料品特別加算を活用 

 物価高騰の影響を特に強く受ける低所得世帯（住民税非課税世帯、均等割のみ課税世帯）に対し、１世帯当たり２万円の現金を支給。 

 

◆物価高対応子育て応援手当支給事業（市上乗せ分）  事業費：５５００万円（R7補正を活用）  ※食料品特別加算を活用 

 物価高の影響を強く受けている子育て世帯に対し、子どもの健やかな成長と子育て世帯の生活を応援するため、国の物価高対応子育て応援手当に市独自

で子ども一人当たり５千円を上乗せして支給。 

 

◆おたるプレミアム付商品券事業  事業費：４億５００万円（R7補正を活用）  ※食料品特別加算を活用 

 食料品等の購入を支援するとともに、市内経済の活性化及び物価高騰の影響を受けている市民の消費の下支えによる生活者支援を図るため、市内全業種

を対象とした商品券を販売。１冊あたり７千円分使える商品券を５千円で販売（１６万冊販売）。 

 
 

事業者支援 

◆医療機関エネルギー価格等高騰支援金給付事業  事業費：５４７８万円（R7補正を活用） 

 医療機関の経営安定をはかり、市民の医療機関への受診機会を確保するためエネルギー価格等の高騰分の一部を支援。（病院：１万３千円/床、有床診療

所：２０万円、無床診療所：１０万円、歯科診療所：１０万円、薬局：５万円） 

 

◆高圧電気料金高騰対策支援事業  事業費：４１２０万円（R7補正を活用） 

 電気料金の高止まりにより大きな影響を受けている市内事業者に対し、事業継続を図るために負担軽減を目的とする支援を実施。（Ｒ７年４月～Ｒ８年

３月のいずれか１か月分の電気使用量（kWh）×３円(単価は調整の可能性あり)） 

 

※事業費の全部又は一部に本交付金を充当予定 

令和７年度補正予算・令和８年度補正予算 重点支援地方交付金の活用状況について 

北海道小樽市 


